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令和 5年度事業報告書

令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31日まで

事業成果

【総括】

今年度は、新理事も加入し、定例会の実施や情報共有のためのルールを見直し充実させることで、

事務局全体のチームワークがとれた‐年でした。新規事業である事務局支援事業も足がかりができ、

継続した事業に発展できると考えています。当事者団体との協働事業も実施し、ニーズの把握に努め、

次のステップヘ連携強化と新たな関係が構築できました。

しかしながら、事業に追われた一年でもあり再度、事業の棚卸の必要も感じました。

1)ふれあい囲碁を活用した地域づくり人づくり推進事業

■訪問活動

。子ども食堂コチドIJ訪問

・サロンひばり(王子西南地区)訪問

・玉光苑 高齢者デイサービスヘの訪問活動 10月 より6回訪問

・フューチャーCフリースクールヘの訪問活動 10月 より6回訪問

。大分市主催の NPO博では広く市民に PRするためブース出展

■その他

・ふれあい圏碁ネットワーク(全国の活動者ネットワーク)の理事会へ参加(11月東京)

4年′Sヾ りにふれあい囲碁の定期訪間を再開できました。定期訪間、計 12回。延べ参加者約 150名。

コ回ナ禍以前よりも活動数が多くなり、幼児から高齢者と幅広い層の参加を得ることができました。

継続した活動の中で、当初発言のなかつた子どもが回を重ねるごとに考えを言うようになる、上級生

が下級生をサポートできるようになる、笑顔が増えるなど、参加者の変化が見られましたとまた、地区

サロンでは、ゲームを通して初めて話した方もいて楽しかつた、などの嬉しい声も聴くことができまし

た。ふれあい囲碁の特徴である、年齢に関係なくあらゆる人が同時に参加できる交流ツールとしての

効果をあらためて感じました。

子ども食堂コチドリ 地区サロンひばり 高齢者ディサービス玉光苑



2)中間支援事業

■新規事業として、市民活動団体の苦手とする事務局サポート、運営業務のサポートを展開

・公益財団法人大分県スポーツ協会総合型地域スポーツクラブ登録団体実態調査

(次年度も継続事業)

■当事者団体とのパートナーシップ事業を実施

。令和 5年度日本郵便寄付金年賀助成金を活用し大分県医療的ケア児者親子サークル"ここから"

との協働事業として、当事者の相談窓口としてサロン運営、啓発活動、制度や当事者のお困り事等

をアンケート調査し、自書制作しました。当事者団体の方々は、写真展の開催、交流サ回ンを担い、

彗法人では、団体の活動がしやすいようにバックヤードを担いました。互いに役割分担することで、

団体の強みを活かしての一年でした。

当事者の現状を知り、制度の足りているもの、足らないものを整理し、また、大分県障害福祉課の

ご協力のもと、先駆的な医療的ケア児支援センターヘの県外視察も実施し自書にまとめることがで

きました。協力することで課題を解決できる効果があると感じた一年となりました。
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¬0/9研修会/交流会

お―お .ヽヽ た医療的ケア児 白書

12/23座談会

● はじめに

● 医療的ケア児者とは

● 医療的ケア児と保護者の研修会/交流会

●  「知ってほしい !医療的ケア児のこと」座談会

● 医療的ケア児支援センターについて

● 行つてみました I福岡療【本/長崎の各県支援センター訪

間

。 事例 1)福岡県医療的ケア児支援センター

● 事例 2)熊本県医療的ケア児支援センター

● 事例 3)長崎県医療的ケア児支援センター 「つなぐ」

。 事例取材や座談会からわかったこと/感 じたこと

● おわりに

● 参考文献・巻末資料
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■連携事業継続力強化計画の連携事業

・大分県中小企業団体中央会主催のBCP策定研修会に参加し当法人でもBCPの策定を行いました。

また、当法人は、府内五番街商店街の会員でもあることから、府内五番街商店街振興組合と

大分市中央町商店街振興組合等との連携事業者として参画することとなり、九州経済産業局より

連携事業継続力強化計画の連携事業者として認定されました。

次年度も“連携"の在り方を共有し、商店街の防災活動に努めます。

≪連携事業者≫

大分市中央町商店街振興組合/大分市府内五番街商店街振興組合/大分県商店街振興組合連合会

株式会社大分まちなか倶楽部/特定非営利活動法人地域ひとネット

BCP研修会

3)災害支援活動

■要配慮者支援事業 県内 NPOと協働し「おおいた。いとでんわ」事業
。WAMの 2年目の継続事業を活用し

事業名:406から広がる「おおいた。いとでんわシステム」体制づくり 実施

この事業は、災害時要配慮者(避難行動要支援者を含)の届きにくい声をデジタル化し、ITを

活用して「誰ひとり取り残さない」後方支援の体制づくりを目的に安定した伝達のためシステム

運用の人材育成と県内各地に拠点を作るための事業を実施の継続事業でした。

国

まちなか防災ワークシヨップ         ホテル防災訓練

※ 詳細は資料①2023年度地域ひとネット報告書 参照
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■災害支援活動

・令和5年大分県7月豪雨災害。中津市山国地区への支援活動

日本財国の助成、クラウドフアンデイングを活用し、令和 5年 7月の山国工Iジアの支援を実施

中津市社会福祉協議会、現地の消防団、いとでんわ PJの結び手の協力を得て、必要な情報が

共有されたことにより、遠方からでもできる支援の仕組みができました。

※ 詳細は資料②令和 5年豪雨災害の中津市山国エリア支援内容報告書 参照

■講師、各種委員等

【協働/参画】

・令和 5年度「大分県及び市町村職員 NPO現場体験研修～飛び出せ公務員プ回ジェクト～」受入れ

年間 14時間の研修受け入れ

。子育て支援「子どもの未来を考える会」の運営委員 委員 (谷川)

偶数月(運営委員会)奇数月(県内 NPO等との定例会)他高校生との協働イベント年間17回

・第 7回大分市 NPO博の実行委員会 委員(野尻)

・企業とNPOの協働推進セミナー2023実行委員会 委員(谷川)

。大分県主催 オオイタのミライ♪奏でよう

#3『特定非営利活動法人 地域ひとネツト」ユーチュープ動画(野尻)

【委員】

。大分県 大分県新長期総合計画策定県民会議 安心部会 委員 (谷川)

。大分市 市民活動・消費生活センター運営協議会 委員 (安東隆)

。大分市 協働のまちづくり大賞審査会 委員 (安東隆)

。大分市上下水道事業経営評価委員会 委員 (谷川)

。大分県ボランテイア市民活動センター運営委員会 委員 (谷川)

。(公財)大分県スポーツ協会 登録審査会 委員 (谷川/安東俊)

。(公財)おおいた共創基金 CSR活動とNPO活動の連携推進委員会 委員 (谷川)

。(公財)おおいた共創基金 NPO運営アドバイザー 登録 (谷川/安東隆/安東俊)

・(公財)日本非営利組織評価センター グッドガバナンス評価委員 (谷川)

・全国 NPOカンフアレンス認定講師 (谷川)

・G"ing December寄付アンバサダー (谷川)
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法人名 :特定非常利活動法人 地域ひとネット

活  動  計  算  書

令和 5年 4月 1日 より令和 6年 3月 31日 まで

科 日 金 額 合計

63,000
3.000 f】6.000

S,S_285 526_28S

111612,500
1,116,300

12_72R_ROn

3,022
R_0,少

経常収益
1受取会費

正会員受取会費
賛助会員受取会費

2受取寄附金
受取寄附金

3事業収益
受託事業収益
自主事業収益

事業収益計
5その他収益

雑収入
その他収益計

継 曽 Jピ ホ 許 lA R,4 1で】7

1,008,000
2,947,815
8.955.815
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８５

０８
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１０

‐

２０

３

４

８

７５

８０

ぉ

１５

４９

５０

６７

1_394_24

10,000

142,310

3,109
98,886

1ヽ ■04_24

π経常費用
1事業費

(1)人件費
給料手当
臨時雇用賃金
人件費計

(2,そ の他経費
地代家賃
賃借料
水道光熟費
通信運搬費
旅費交通費
広告宣伝安
印刷製本|'賞'

消耗品費
備品費
会議費
語謝金
保険料
業務委証
雑費
その他経費計

事業費計

2管理費
(1)人 件費

人件費計
(夕

'そ
の他経費

福利厚生費
′翻税公課
賃借料
水道光熱費
通信,堅搬費
旅費交通費
印刷製木費
消耗品費
交際費
語謝金
諸会費
活動費
外注賞
研修費
雑費
支払和I息

雑損
その他経費計

管理費計
経常を用計 11 10i^348

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産額
当期王味財産増減額

次期繰越正味財産額

△ 1,223, 184

218,759
0

△ 1,004,425



財務常求の注

“
重要な会,I方針

財務諧人の f牢成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20溜 2017年 12月 :2日 最終改iR NPO法人会計基l“協議会 )

にとつてヽ`まサ■

(:)ボランティアによる役務の提供

ポランティアによる役務の提供I求 、「3活動の原価ユl定にあたつて必要なポランティアによる4性務の提供の内言″、」として

注記しています。

2、 事業壻ll娘益の状況

事業才l損益の状況は以下のとおりです。

4、 使途等が制約胡 とた寄付金等のぬ訳

{吏途等が制約された寄付金等の内訳は以 ドのとおりです。

当泄i人の正味財産は△1,222,512円 ですが、そのうち使途が指定さ貴している のヽはあり主trん .

4観首,整萬 当期警 入小 当期政済額

径ロイI入缶 76700〔

併ど行 件 人希 11000C

0 1_177_00〔

I 同 謝 管  理  骨 点 れ あい電 基 大 分 市 19色 日 本 財 団 WAM 日 本 B

正 全 員 受 取 会 saooo 0

賛 助 ! 筐員 受 取 会 1 3側 C 3,00 0

t 0 0

受 取 寄 付 金 52028E 10缶0∞ 426,285 150嗣 0 56,055 220230

1100'ISOe

壁  取 串 助  金 103m 0 10S鯛 105側

題   J 707.001 767.900 0

348400 0 348“∞ 948,40e

壁 取 利 息 22 4 18 18

に 3m0 1000 20∞

足

1∽8嗣0 0 10080∞ 1拇8000

臨 路 用 204,■ 15 0 2047815 1'49760 1198餌5

lm52 tm52 0

粗 公 1650 1650 0

637060 0 03'Ю80 63″ 080

雪 382467 20,92 361675 991Ю 2104(X 1413,5

45381 3529 41862 41852

は  1 } !8502a 41841 144(la8 152蘭 4450 8734日 27(100

確 李   ¶ 30345G anoo 205 4SG 0'48 50夕 OG 54(121 174018

公 各 曹 軽 : 8470a 0 8■,OG 84,00

印  尋B 本 |
5320,4 ,S_夕 2G 4S6354 98■ 2ね 110〔Ю 13544石 211489

速 手  吾1  1 BO,B4 4S″ OSG 3600徊 160飩 166641 238019

皓 品 lG2258 0 102.258 24,84個 137,109

10,20 10,20 0

1.309 個 1.399 1,300

射 3.171300 150∞ 0.150.900 44刊00 4.50C ,蜘 凹 1,585■国 I■

'5a岡19010 0 13010 1301砲

49嗣 0 400関 0

50048 30.048 0

箕 130'ЮЮ0 Ю 1307●00 1 907nl用

I 480.050 0 480.850 480.850

20'02日 14231Ю 66619 119' 481Ю 30162 20400

, 1000Ю 10000 Ю

3109 3109 Ю

98888 0088C 0

注 76700Ю 767000 Ю

1    131030と 140■247 11711101 0 4400□ 163055 ,20230 72,2401

I 218' △ 4St a43 16000 30410a ( 0 △ 272401 48060g

中間支援相談 (24引 け 348,400 おおいたポランアィア・NP('センター運営アド′(イザー派驚■規則

348,400

JJl立行政法人福|し

'医
療機

膊切愧ヽ卜1

7.000,000 7,000,000

日本郵便牛賀寄付金歳!分ヨ 0 ′1,000,000 3,511,115 488,603

大分

“

1%事業 0 105,000 105,000

‖本風オ団 U 600,000 500,000

合 科 0 11_605000 11116416 48860〔

5、 借入金の増激内訳



特定非営利活動法人 地域ひとネット

貸  借  対  照  表

令和 6年 3月 31日 現在

科 目

314,577
1,115,052

53,000

1.482.629

I貧産の測
`1.流動資産

現金
普通預金
敷金

流動資産合計
2.固定資産

固定資産合計
容産合計 1.482.629

1,206,627
712,683
157,744

2.077.054

410,000

410.000

Ⅱ 負債の部
1.流動負債

短期借入金
未払金

預 り金

流動負債合計
2.固定負債

長期借入金

固定負債合計
食僣合計 2.487.054

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額

正咲財産合計

△  1,223,184
218,759

△  1.004.425
1,482,629



特定非営利活動法人 地域ひとネット

財  産  目  録

令和 6年 3月 31日 現在

科 目

７

　

６

２

６

８

０

０

５

　

７

３

２

７

９

０

４

　

９

６

８

７

２

３

１

　

４

２

３

０

９

５

３

　

　

　

５

　

４

1,482.629

資産の部
1.流動資産

現金
普通預金

普通 (郵貯)

普通 (大分 1)
普通 (大分 2)
普通 (豊和)

普通 (労金)

敷金

流動資産合計
21固定資産

固定資産合計
奮産合計 1.482.629

1,206,627
712,683
157,744

2.077.054

410,000

410.000

Ⅱ 負債の部
1.流動負債

短期借入金

未払金
預 り金

流動負債合計
2.固 定負債

長期借入金

固定負債合計
負僣合計 2.487.054

正味財産 △  1,004,425


